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Ⅰ 調査概要 

１．調査の目的 

市民による人権に関する意識を把握し、今後の人権施策推進のための基礎資料とすることを

目的としています。 

 

２．調査の項目 

（１）人権全般に対する意識について 

（２）女性の人権 

（３）子どもの人権 

（４）高齢者の人権 

（５）障がいのある人たちの人権 

（６）同和問題 

（７）外国籍の人たちの人権 

（８）HIV 感染者・ハンセン病患者等の人権 

（９）犯罪被害者等の人権 

（10）インターネットによる人権侵害 

（11）性的指向・性自認 

（12）太田市の人権に関する取組について 

 

３．調査の方法 

 

調 査 名 人権に関する市民意識調査 

調査対象者 満 18 歳以上の市民 

抽 出 方 法 2021（令和 3）年 4 月 15 日現在の住民基本台帳から無作為抽出 

実 施 期 間 2021（令和 3）年 5 月 25 日～6 月 21 日 

配 布 方 法 日本郵便メール便による配布・郵送による回収 

配 布 数 2,000 件 

回 収 数 991 件 

回 収 率 49.6％ 
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４．集計の方法・結果の見方 

〇回答者数（n）に占める構成比率を％で図表に表示します。回答者数（ｎ）は図表中に「○○○」

や「（○○○）」または「（○○○人）」と表示します。 

〇集計結果は小数点第二位を四捨五入し、小数点第一位まで表示しています。そのため、表示さ

れた構成比率の合計が 100.0％にならない場合があります。 

〇各設問の問文枠中に示す「１つ回答」と「複数回答」は、それぞれ選択できる数の設定を示し

ています。また、これらは調査票においては問文の末尾に「１つだけに○」と「あてはまる番

号すべてに○」と表示しています。 

〇図及び本文中で「前回調査」（前回）、「前々回調査」（前々回）と表示する調査は、それぞれ以下

の調査を示します。また、図中では調査年を表示し、本調査については「本調査〈2021〉」、以

下の調査についてはそれぞれ「前回調査〈2017〉」「前々回調査〈2012 年〉」と表示します。 

 

前回調査 調 査 名 人権施策に関する意識調査 

調査対象者 20 歳以上の市民 

抽 出 方 法 住民基本台帳から無作為に抽出 

実 施 期 間 2017 年 6 月 8 日～6 月 30 日 

配 布 方 法 郵送配布・回収 

配 布 数 2,000 件 

回 収 数 748 件 

回 収 率 37.4％ 

前々回調査 調 査 名 人権に関する意識調査 

調査対象者 20 歳以上の市民 

抽 出 方 法 住民基本台帳から無作為に抽出 

実 施 期 間 2012 年 6 月 8 日～6 月 29 日 

配 布 方 法 郵送配布・回収 

配 布 数 3,000 件 

回 収 数 1,455 件 

回 収 率 48.5％ 

 

〇図表中で選択肢に示す【新】は、本調査で新たに設けた選択肢を示します。 
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Ⅱ 回答者の属性 

１．性別 
 

【性別】 （1 つ回答） 

 
 

２．年代 
 

【年代】 （1 つ回答） 

 

女性
58.6%

男性
40.4%

その他
0.1%

無回答
0.9%

本調査〈2021〉 （991人）

2.2 

6.4 

11.1 

16.5 

17.5 

17.5 

20.2 

7.9 

0.8 

0% 10% 20% 30%

18・19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

無回答 本調査〈2021〉 （991人）

59.1 

55.6 

64.5 

55.5 

63.6 

56.6 

56.5 

62.8 

40.9 

44.4 

35.5 

44.5 

36.4 

43.4 

42.0 

37.2 

0.5
1.0

18・19歳 （22）

20歳代 （63）

30歳代 （110）

40歳代 （164）

50歳代 （173）

60歳代 （173）

70歳代 （200）

80歳以上 （78）

0% 20% 40% 60% 80% 100%
人

女性 男性 その他 無回答



4 

 

 

３．職業等（1 つ回答） 
 

【職業等】 （1 つ回答） 

 
 

【年代別職業等】 （1 つ回答） 

 

26.8 

4.2 

19.6 

7.2 

2.5 

14.3 

1.4 

2.2 

20.5 

1.2 

0% 20% 40% 60%

常勤（会社員）

常勤（公務員・団体職員）

非常勤（ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ等）

自営業・個人業

会社・団体役員、経営者

家事専業

その他の仕事

学生

仕事はしていない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

18.4 

3.1 

26.5 

6.4 

1.4 

24.4 

1.9 

2.2 

14.8 

0.9 

39.8

6.0

10.0

8.3

4.3

0.8

2.3

28.5

0.3

0% 20% 40% 60%

常勤（会社員）

常勤（公務員・団体職員）

非常勤（ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ等）

自営業・個人業

会社・団体役員、経営者

家事専業

その他の仕事

学生

仕事はしていない

無回答

女性 （581人）

男性 （400人）

22.7

58.7

47.3

47.6

37.0

13.3

3.0

1.3

3.2

4.5

9.8

7.5

3.5

12.7

30.0

22.0

24.9

27.2

12.0

3.8

0.9

3.7

9.2

11.6

11.0

7.7

3.2

0.9

4.3

2.3

4.0

2.0

4.8

10.9

9.8

13.3

17.3

23.5

14.1

3.2

0.9

0.6

1.7

1.7

1.0

2.6

77.3

7.9 6.3

3.6

2.4

4.0

21.4

47.0

66.7

0.9

0.5

3.8

18・19歳 （22）

20歳代 （63）

30歳代 （110）

40歳代 （164）

50歳代 （173）

60歳代 （173）

70歳代 （200）

80歳以上 （78）

0% 20% 40% 60% 80% 100%
人

常勤（会社員） 常勤（公務員・団体職員） 非常勤（ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ等）

自営業・個人業 会社・団体役員、経営者 家事専業

その他の仕事 学生 仕事はしていない

無回答
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Ⅲ 調査結果 

１．人権全般に対する意識について 

問１ 関心のある人権問題 

特にどの人権問題に関心がありますか。（複数回答） 

◆「インターネット」「障がいのある人」「女性」「子ども」の４項目が約４割で高い 

◆「インターネット」「外国籍」は過去２回の調査より特に高い 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 

  

43.5 

43.3 

38.7 

38.5 

28.9 

20.9 

18.3 

17.1 

13.7 

12.4 

12.1 

9.6 

8.3 

8.1 

7.6 

4.3 

9.1 

3.7 

1.1 

23.5

40.8

33.8

31.6

29.9

8.2

17.6

15.5

11.6

9.2

7.2

6.0

4.4

2.0

7.4

1.7

0.9

21.6

36.4

26.7

32.2

36.8

9.3

21.2

17.1

12.2

6.1

9.1

9.5

8.1

2.7

10.9

2.1

2.1

0% 20% 40% 60%

インターネットによる人権侵害

障がいのある人

女性

子ども

高齢者

外国籍の人

犯罪被害者とその家族

北朝鮮当局による人権侵害問題

同和問題（部落差別）

性的指向や性自認

【新】災害被災者

刑を終えて出所した人

ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等

ホームレス

【新】人身取引

アイヌの人々

特にない

その他

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）
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問２ 人権が尊重されている社会だと思うか 

今の日本の社会は人権が尊重されている社会だと思いますか。（1 つ回答） 

◆「いちがいには言えない」が約７割で最も高く、過去２回の調査からの大きな変化は見ら

れない 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （1 つ回答） 

 

 

  

14.9 

19.0 

16.4 

67.6 

70.3 

70.0 

16.4 

9.5 

12.3 

1.0 

1.2 

1.3 

本調査〈2021〉 （991）

前回調査〈2017〉 （748）

前々回調査〈2012〉 （1455）

0% 20% 40% 60% 80% 100%
人

そう思う いちがいには言えない そう思わない 無回答
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問３ 「人権が尊重されている社会」と思わない理由 

問２で「いちがいには言えない」「そう思わない」と答えた理由は、次のうちどれですか。 

（複数回答） 

◆「あらぬ噂、悪口、かげ口」が約７割で最も高く、次いで「仲間はずれ・無視」が約５割 

◆ほとんどの項目が過去２回の調査より高く、「名誉や信用の傷つけ・侮辱」は特に高い 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 

66.7 

46.5 

35.2 

30.3 

27.3 

20.9 

18.0 

16.1 

14.8 

13.4 

10.0 

5.3 

2.2 

2.4 

54.4

41.9

26.6

13.6

25.8

12.9

13.2

11.6

7.0

9.9

7.2

3.4

2.7

1.2

50.7

32.6

26.7

19.2

25.6

13.4

17.2

12.9

5.8

14.0

4.9

3.5

3.8

24.4

0% 20% 40% 60% 80%

あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口

仲間はずれや無視

差別待遇（人種・信条・性別・社会的身分など

により不平等または不利益な取扱いをされた）

名誉や信用を傷つけられたり、侮辱

（ぶじょく）を受けたりしたこと

職場における不当な待遇

暴力・脅迫・虐待・強要

プライバシーの侵害（他人に知られ

たくない個人的事項を知られた）

悪臭・騒音などの公害

セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ）

役所や医療機関、福祉施設などでの不当な扱い

ストーカー的行為

（特定の人にしつこくつきまとわれたりした）

その他の人権問題

答えたくない

無回答

本調査〈2021〉 （833人）

前回調査〈2017〉 （597人）

前々回調査〈2012〉 （1197人）
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問４ 差別を受けた経験 

あなたは差別をされたと思ったことがありますか。（複数回答） 

◆「差別をされたことはない」が５割以上で最も高く、次いで「学歴・出身校」「容姿」が１割以上 

◆過去２回の調査からの大きな変化は見られない 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 
 

 
※「性的指向や性自認」は本調査から設定 

15.7 

10.5 

9.6 

9.3 

8.6 

8.4 

6.0 

4.7 

3.4 

3.4 

2.7 

1.3 

0.9 

0.9 

0.6 

3.8 

4.0 

13.8

10.6

11.8

8.0

7.5

7.6

4.1

5.5

3.2

3.3

2.0

1.5

1.2

1.5

1.9

1.3

15.4

8.3

11.1

6.0

8.6

9.6

5.0

4.9

3.6

2.9

1.8

1.4

0.5

1.1

2.2

7.6

0% 10% 20%

学歴・出身校

容姿

年齢

性別

職業

収入・財産

家柄

母子・父子家庭、両親無し

心身障がい・疾病

独身

思想・信条

宗教

部落差別

人種・民族・国籍

【新】性的指向や性自認

その他

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）

52.4 
51.3

48.2

0% 20% 40% 60% 80%

差別をされたことはない
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問５ 人権を侵害された場合の最初の相談先 

もし、差別されたり、人権を侵害された場合、最初にどこに相談しますか。（1 つ回答） 

◆「身近な人」が６割以上で最も高く、他に高い項目は見られない 

◆過去２回の調査からの大きな変化は見られない 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （1 つ回答） 

 
  

64.4 

6.0 

3.2 

2.9 

2.1 

2.7 

16.6 

2.0 

65.3

6.6

3.3

4.3

1.3

2.0

15.2

2.0

58.4

7.2

2.9

2.7

1.7

3.9

14.4

8.7

0% 20% 40% 60% 80%

身近な人

市役所や民生委員

弁護士

法務局や人権擁護委員

警察

その他

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）
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問６ 差別をした経験 

あなたは他人を差別したことがありますか。（複数回答） 

◆「差別したことはない」が６割以上で最も高く、他に高い項目は見られない 

◆過去２回の調査からの大きな変化は見られない 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 
 

 

 
※「性的指向や性自認」は本調査から設定 

7.5 

7.2 

6.3 

5.9 

5.7 

3.8 

3.2 

3.2 

2.8 

2.6 

2.2 

2.2 

1.5 

1.3 

1.1 

4.5 

4.4 

6.3

7.2

7.5

4.7

4.3

5.1

2.3

1.7

2.9

1.7

3.3

2.3

1.7

1.6

2.9

1.6

5.7

5.2

5.1

2.9

3.8

3.3

1.5

1.5

2.7

1.4

2.6

2.3

0.8

0.8

2.9

8.0

0% 10% 20%

宗教

容姿

人種・民族・国籍

学歴・出身校

職業

思想・信条

収入・財産

家柄

心身障がい・疾病

性別

年齢

部落差別

独身

母子・父子家庭、両親無し

【新】性的指向や性自認

その他

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）

62.5 
65.2

64.6

0% 20% 40% 60% 80%

差別をしたことはない
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２．人権の各分野について 

女性の人権 

問７ 女性の人権で問題と思うこと 

女性に関することで、特に人権上問題があると思われるのはどのようなことですか。（複数回答） 

◆「固定的役割分担意識の押しつけ」「職場における男女待遇の違い」が約５割で高い 

◆ほとんどの項目が過去２回の調査より高く、「固定的役割分担意識の押しつけ」は特に高い 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 

50.9 

49.3 

32.1 

32.1 

26.6 

21.3 

1.3 

9.6 

5.3 

2.9 

39.8

45.6

24.9

29.1

23.5

19.9

0.8

8.8

5.9

1.1

31.7

43.8

21.9

24.9

20.2

17.1

1.7

11.4

7.0

6.5

0% 20% 40% 60%

「男は仕事、女は家庭」といった男女の固定的

な役割分担意識を他人に押しつけること

就職時の採用条件、仕事の内容、昇給昇進における

男女差など、職場における男女の待遇の違い

職場や学校などにおけるセクシュアル

・ハラスメント（性的いやがらせ）

夫や恋人など親しい関係にある男性から女性に

対する暴力（なぐる、暴言、行動を監視するなど）

テレビ、ビデオ、雑誌、インターネット

などによるわいせつ情報の氾濫

売春・買春（いわゆる「援助交際」を含む）

その他

特にない

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）
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問８ 女性の人権を守るために必要なこと 

女性の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。（複数回答） 

◆「男女ともに両立できる環境整備」が約７割で最も高く、次いで「男女平等教育」が４割以上 

◆ほとんどの項目が過去２回の調査より高く、「男女平等教育」は特に高い 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 

  

67.9 

43.6 

37.3 

28.1 

27.4 

18.0 

10.8 

2.3 

4.5 

3.6 

2.9 

65.2

27.1

32.4

20.6

27.4

13.1

6.8

0.9

4.8

3.7

0.9

64.0

26.9

27.3

18.0

25.6

10.2

6.9

2.1

4.3

4.8

5.8

0% 20% 40% 60% 80%

男女ともに、働きながら、家事や育児

・介護などを両立できる環境の整備

男女平等に関する教育の充実

女性のための相談・支援体制の充実

さまざまな意思決定や方針決定

の場への女性の参画の促進

女性に対する犯罪の取締りの強化

マスコミ等が紙面、番組、広告等の内容

に配慮するなどの自主的な取組の促進

女性の人権を守るための啓発広報活動等を進める

その他

特にない

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）



13 

 

 

子どもの人権 

問９ 子どもの人権で問題と思うこと 

子どもに関することで、特に人権上問題があると思われるのは、どのようなことですか。（複数

回答） 

◆「いじめを行うこと」が７割以上で最も高く、次いで「いじめを見てみぬふり」「親が子ど

もの養育をしない」が６割以上 

◆ほとんどの項目が過去２回の調査より高く、「親が子どもの養育をしない」「大人が子ども

の意見を無視」は特に高い 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 

  

75.1 

63.8 

63.2 

52.4 

49.5 

43.8 

39.2 

1.2 

3.3 

2.3 

1.5 

76.7

58.7

46.0

47.2

34.4

31.8

27.8

0.9

1.7

2.0

0.8

63.4

54.8

45.6

45.2

28.7

29.1

15.5

1.5

3.0

4.7

6.7

0% 20% 40% 60% 80%

「仲間はずれ」や「無視」、身体への直接攻撃や相手が嫌

がることをしたりさせたりするなど、いじめを行うこと

いじめをしている人や、いじめられ

ている人を見て見ぬふりをすること

親が子どもに食事を与えないなど子ども

の養育を一時的にでもしないこと

親が子どもに暴力を加えること

大人が子どもの意見を無視したり、

大人の考えをおしつけること

児童買春、児童ポルノなど

先生が子どもをなぐるなど体罰を加えること

その他

特にない

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）
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問１０ 子どもの人権を守るために必要なこと 

子どもの人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。（複数回答） 

◆「思いやりといのちの大切さを教える」が約７割で最も高く、次いで「相談体制」「教師の

資質・能力」「子どもの人権を守るための教育・啓発」が約５割 

◆ほとんどの項目が過去２回の調査より高く、「子どもの人権を守るための教育・啓発」「子

どもの個性を尊重」は特に高い 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 

68.0 

51.9 

50.7 

49.6 

46.3 

37.8 

3.1 

2.2 

2.5 

1.4 

70.3

42.9

45.3

35.8

33.7

32.2

2.1

1.1

2.0

0.8

72.4

34.2

46.7

31.1

33.4

30.0

3.0

1.2

3.8

3.0

0% 20% 40% 60% 80%

子どもに、他人への思いやりといのちの大切さを教える

子どものための相談体制の充実

教師の資質・能力を高める

子どもの人権を守るための教育・啓発活動の推進

子どもの個性を尊重する

児童買春、児童ポルノなどの取締りを強化

その他

特にない

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）
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高齢者の人権 

問１１ 高齢者の人権で問題と思うこと 

高齢者に関することで、特に人権上問題があると思われるのはどのようなことですか。 

（複数回答） 

◆ほとんどの項目が４割程度 

◆ほとんどの項目が過去２回の調査より高く、「家庭内での看護・介護で劣悪な処遇・虐待」

「病院や施設での看護・介護で劣悪な処遇・虐待」は特に高い 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 
 

  

43.2 

41.3 

39.5 

39.1 

39.0 

36.9 

26.4 

0.3 

5.8 

4.7 

1.7 

33.2

33.2

38.6

28.5

34.1

41.0

18.3

0.7

5.1

2.9

0.7

26.9

33.3

38.9

22.7

37.0

41.0

19.9

1.2

3.8

5.3

6.3

0% 20% 40% 60%

病院での看護や高齢者の施設において

劣悪な処遇や虐待をすること

高齢者を邪魔者扱いすること

働ける場所や能力を発揮する機会が少ないこと

家庭内での看護や介護において

劣悪な処遇や虐待をすること

悪徳商法の被害者が多いこと

経済的に自立が困難なこと

高齢者の意見や行動を尊重しないこと

その他

特にない

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）
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問１２ 高齢者の人権を守るために必要なこと 

高齢者の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。（複数回答） 

◆「高齢者が自立して生活しやすい環境」が約６割で最も高く、次いで「高齢者と他の世代

との交流促進」「相談体制」が４割以上 

◆すべての項目が過去２回の調査より高い 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 
  

58.9 

41.3 

40.4 

32.4 

30.2 

28.2 

1.8 

4.2 

4.8 

2.0 

57.0

34.6

35.6

28.2

25.7

20.9

0.9

3.1

4.3

1.1

54.8

32.9

34.6

28.5

25.7

19.8

1.5

2.6

4.7

6.1

0% 20% 40% 60% 80%

高齢者が自立して生活しやすい環境にする

高齢者と他の世代との交流の促進

高齢者のための相談体制の充実

高齢者の就職機会の確保

高齢者に対する犯罪の取締り強化

高齢者の人権を守るための教育・啓発活動の推進

その他

特にない

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）
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障がいのある人たちの人権 

問１３ 障がいのある人の人権で問題と思うこと 

障がいのある人が地域で生活するとき、特に人権上問題があると思われるのはどのようなこと

ですか。（複数回答） 

◆「差別的な発言や行動」が５割以上で最も高く、次いで「働ける場所や能力発揮の機会が

少ない」が約５割 

◆ほとんどの項目が過去２回の調査より高く、「差別的な発言や行動」は特に高い 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 

  

56.4 

48.8 

46.1 

38.5 

35.1 

32.2 

29.9 

24.5 

19.3 

18.6 

0.8 

4.5 

5.3 

2.5 

35.8

44.1

42.4

37.2

19.4

25.0

13.6

14.6

11.8

9.6

0.3

3.6

4.5

0.9

30.0

43.0

38.5

34.8

18.8

22.1

16.4

14.9

13.5

10.2

1.6

4.6

6.0

5.6

0% 20% 40% 60% 80%

差別的な発言や行動をすること

働ける場所や能力を発揮する機会が少ないこと

障がいのある人を、じろじろ見たり、避けたりすること

道路の段差解消、エレベーター設置等暮らし

やすいまちづくりが図られていないこと

障がいのある人の意見や行動を尊重しないこと

近隣や地域の人とのふれあいや理解を

深めるような機会が少ないこと

アパートや住宅へ入居するための契約等が困難なこと

使える在宅サービスや福祉施設・病院が少ないこと

地域の学校に通えないこと

スポーツ・文化活動・地域活動

に気軽に参加できないこと

その他

特にない

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）



18 

 

 

問１４ 障がいのある人の人権を守るために必要なこと 

障がいのある人の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。（複数回答） 

◆「障がいのある人が自立して生活しやすい環境」が６割以上で最も高く、次いで「相談・支

援体制」が約５割 

◆ほとんどの項目が過去２回の調査より高く、「在宅サービスや福祉施設・病院」「人権侵害

の場合の救済体制」「就職機会の確保」は特に高い 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 

60.8 

49.0 

44.9 

41.2 

38.3 

33.2 

31.9 

23.6 

1.1 

2.8 

4.9 

2.3 

52.1

43.7

34.2

27.9

30.6

21.9

22.5

13.9

1.1

1.9

3.9

0.8

57.0

44.3

36.4

29.1

25.9

19.5

22.5

13.5

1.4

2.0

4.7

1.9

0% 20% 40% 60% 80%

障がいのある人が自立して生活しやすい環境にする

障がいのある人のための相談・支援体制の充実

障がいのある人の就職機会の確保

在宅サービスや福祉施設・病院の充実

障がいのある人の人権を守る

ための教育・啓発活動の推進

人権侵害があった場合に救済するための体制強化

障がいのある人とない人の交流の促進

障がいのある人が審議会等へ参加し

意見を反映させる機会を増やす

その他

特にない

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）
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同和問題 

問１５ 同和問題の認知状況 

日本の社会に「同和地区」「被差別部落」などとよばれ、差別を受けている地区があること、あ

るいは「同和問題」「部落問題」「部落差別」などといわれる問題があるのを知っていますか。

（1 つ回答） 

◆「知っている」が７割以上で、過去２回の調査からの大きな変化は見られない 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （１つ回答） 

 

 

 

  

75.6 

81.7 

77.8 

20.5 

17.4 

16.7 

3.9 

0.9 

5.5 

本調査〈2021〉 （991）

前回調査〈2017〉 （748）

前々回調査〈2012〉 （1455）

0% 20% 40% 60% 80% 100%
人

知っている 知らない 無回答
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問１６ 同和問題で人権上問題と思うこと 

同和問題で、特に人権上問題があると思われるのはどのようなことですか。（複数回答） 

◆「結婚問題で周囲が反対」が約５割で最も高いが、過去２回の調査より低い 

◆ほとんどの項目が過去２回の調査より高く、「インターネットを利用した差別的情報の掲載」

「差別的な発言や行動」は特に高い 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 

49.3 

37.0 

36.0 

31.8 

31.3 

29.7 

19.5 

2.0 

6.4 

17.3 

2.1 

54.7

21.7

25.9

20.3

19.9

11.0

5.7

1.3

6.0

19.1

1.3

63.7

21.2

22.8

21.2

23.9

11.0

6.8

2.0

8.6

11.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80%

結婚問題で周囲が反対すること

差別的な発言や行動をすること

地域社会で不利な扱いをすること

就職の際や職場において不利な扱いをすること

身元調査をすること

インターネットを利用して差別的な情報を掲載すること

差別的な落書きをすること

その他

特にない

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）
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問１７ 同和問題の解決に必要なこと 

同和問題を解決するためには、どのようなことが必要だと思いますか。（複数回答） 

◆「市民一人ひとりが正しい理解を深めるように努力」が５割以上で最も高く、次いで「学

校・地域における人権教育」が約４割 

◆過去２回の調査からの大きな変化は見られない 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 
※「特にない」は本調査から設定 

  

54.1 

38.4 

23.7 

12.2 

5.1 

6.2 

17.1 

2.7 

51.3

37.2

19.3

11.9

6.6

19.1

1.7

57.1

34.5

16.8

8.7

10.1

14.7

1.5

0% 20% 40% 60%

市民一人ひとりが、同和問題について、

正しい理解を深めるように努力する

学校や地域における人権教育の推進

同和問題にかかわる人権相談や生活相談の充実

広報紙の発行や人権講演会の

開催など、人権啓発の推進

その他

【新】特にない

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）
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外国籍の人たちの人権 

問１８ 外国籍の人たちの人権で問題と思うこと 

外国人が地域で生活するうえで、特に人権上問題があると思われるのはどのようなことですか。

（複数回答） 

◆「差別的な発言や行動」が約４割で最も高く、次いで「近隣や地域とのふれあいや理解を

深める機会が少ない」「外国語で対応できる行政相談窓口等が少ない」が３割以上 

◆ほとんどの項目が過去２回の調査より高く、「差別的な発言や行動」は特に高い 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 
  

36.8 

32.0 

31.4 

26.0 

25.9 

24.5 

20.4 

20.4 

2.9 

9.5 

12.8 

2.0 

24.2

36.9

23.7

20.2

23.8

14.8

13.1

17.5

1.3

9.2

10.8

1.5

17.7

33.5

23.9

24.3

23.2

13.6

11.3

14.4

1.9

10.5

14.2

1.9

0% 20% 40%

差別的な発言や行動をすること

近隣や地域の人とのふれあいや

理解を深める機会が少ないこと

外国語で対応できる行政相談

窓口や病院・施設が少ないこと

外国人が働ける場所や能力を

発揮する機会が少ないこと

外国人を、じろじろ見たり、避けたりすること

施設・道路・鉄道案内の外国語表記など、外国人に

も暮らしやすいまちづくりが図られていないこと

外国人の意見や行動を尊重しないこと

住宅への入居が困難なこと

その他

特にない

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）
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問１９ 外国籍の人たちの人権を守るために必要なこと 

外国人の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。（複数回答） 

◆「互いが理解を深める啓発」が約５割で最も高い 

◆ほとんどの項目が過去２回の調査より高く、「情報提供」「日本語教室」は特に高い 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 
  

48.0 

40.6 

32.5 

32.0 

30.6 

27.1 

3.1 

6.5 

10.3 

2.2 

46.1

43.0

21.8

21.3

23.0

17.6

1.7

4.7

8.3

1.2

47.2

39.2

19.3

20.6

20.7

17.0

2.4

6.1

11.1

1.9

0% 20% 40% 60%

互いが、ともに暮らす市民である

ことの理解を深める啓発を進める

外国人と日本人の相互理解と交流を進める

外国語による情報提供の充実

外国人のための日本語教室の充実

外国語による相談の場を増やす

外国人のための福祉・医療等の制度の充実

その他

特にない

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）
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ＨＩＶ感染者・ハンセン病患者等の人権 

問２０ ＨＩＶ感染者・ハンセン病患者等の人権で問題と思うこと 

感染者・患者等に関することで特に人権上問題があると思われるのはどのようなことですか。

（複数回答） 

◆「感染者・患者等のプライバシーを守らない」「差別的な発言や行動」が４割以上で高い 

◆ほとんどの項目が過去２回の調査より高い 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 
 

※前回調査までは問文「エイズ患者・HIV 感染者に関すること」として設定 

  

42.4 

41.2 

35.3 

31.1 

25.2 

22.9 

0.7 

7.3 

23.3 

2.5 

35.7

34.5

29.8

25.5

18.2

13.4

0.8

4.8

23.8

1.1

32.8

28.9

28.3

24.4

16.0

11.1

1.4

7.8

27.6

2.3

0% 20% 40% 60%

感染者・患者等のプライバシーを守らないこと

差別的な発言や行動をすること

就職の際や職場において不利な扱いをすること

病院での治療や入院を断ること

結婚を断ったり、周囲が結婚を反対すること

無断で検査をされること

その他

特にない

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）
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問２１ ＨＩＶ感染者・ハンセン病患者等の人権を守るために必要なこと 

感染者・患者等の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。（複数回答） 

◆「感染症に関する正しい知識を義務教育の中でも教育」「プライバシーに配慮した医療・カ

ウンセリング体制」が約５割で高い 

◆過去２回の調査からの大きな変化は見られない 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 
 

※前回調査までは問文「エイズ患者・HIV 感染者に関すること」として設定 

53.6 

47.2 

30.1 

26.4 

24.1 

23.5 

0.5 

6.1 

16.1 

2.4 

53.3

53.9

20.2

22.6

18.3

24.3

0.3

2.9

13.9

1.2

55.3

51.4

13.2

19.5

16.6

18.2

0.8

4.3

14.9

2.4

0% 20% 40% 60%

感染症に関する正しい知識を

義務教育の中でも教育する

プライバシーに配慮した医療体制や

カウンセリング体制の充実

感染者・患者等の生活支援

感染者・患者等への偏見や差別をなくすための啓発

活動（街頭ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ、ﾃﾚﾋﾞ・新聞広告、ｲﾍﾞﾝﾄ等）を行う

感染者・患者等を支援するため、行政、医療機関、

ＮＧＯ等のネットワーク化を進める

感染者・患者等の治療費を援助する

その他

特にない

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）
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犯罪被害者等の人権 

問２２ 犯罪被害者等の人権で問題と思うこと 

犯罪被害者等（犯罪被害者やその家族）に関することで、特に人権上問題があると思われるの

はどのようなことですか。（複数回答） 

◆「マスコミの取材や報道により平穏やプライバシーが保てなくなる」が６割以上で最も高く、

次いで「事件に関して周囲にうわさ話をされる」「精神的なショックを受ける」が５割以上 
 

【全体】 （複数回答） 

 
  

63.5 

54.2 

52.2 

39.2 

31.0 

30.6 

29.0 

0.5 

3.8 

11.2 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80%

マスコミの取材や報道により、私生活の

平穏やプライバシーが保てなくなること

事件のことに関して、周囲にうわさ話をされること

犯罪行為によって、精神的なショックを受けること

犯罪行為によって、経済的負担を受けること

捜査活動や刑事裁判によって、

精神的な負担を受けること

犯罪被害者等が人権侵害の相談をする

公的相談機関の対応が十分でない

刑事裁判や手続きに犯罪被害者等

の声が十分に反映されないこと

その他

特にない

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）
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問２３ 犯罪被害者等の人権を守るために必要なこと 

犯罪被害者等（犯罪被害者やその家族）の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思

いますか。（複数回答） 

◆「プライバシーに配慮した取材活動や報道」が約７割で最も高く、次いで「犯罪被害者等

の安全確保」が５割以上 
 

【全体】 （複数回答） 

 

  

66.5 

53.5 

49.0 

40.3 

36.9 

1.0 

3.7 

9.9 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80%

プライバシーに配慮した取材活動や報道

犯罪被害者等の安全の確保

犯罪被害者等に対する相談・支援体制の充実

犯罪被害者等への国の十分な補償

捜査や裁判の過程における配慮

その他

特にない

わからない

無回答 本調査〈2021〉 （991人）
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インターネットによる人権侵害 

問２４ インターネットに関することで人権上問題と思うこと 

インターネットに関することで、特に人権上問題があると思われるのはどのようなことですか。

（複数回答） 

◆「人権を侵害する情報を掲載」が７割以上で最も高く、次いで「加害者が特定できず被害

者が救済されない」「個人情報の流出等の問題発生が多い」が５割以上 

◆「人権を侵害する情報を掲載」「ネットポルノが存在」「捜査対象の未成年の実名・顔写真

を掲載」は過去２回の調査より高い 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 
※「加害者が特定できず、被害者が救済されないこと」「個人情報の流出等の問題が多く発生していること」は本調査から設定 

74.4 

57.1 

53.5 

39.7 

31.9 

30.0 

0.7 

2.8 

9.1 

2.1 

71.7

48.5

23.4

25.0

1.2

2.8

10.8

1.1

61.0

44.7

22.3

20.0

1.0

3.4

16.4

4.5

0% 20% 40% 60% 80%

他人を誹謗中傷する表現や差別を助長する

表現等、人権を侵害する情報を掲載すること

【新】加害者が特定できず、被害者が救済されないこと

【新】個人情報の流出等の問題が多く発生していること

出会い系サイトなど犯罪を

誘発する場となっていること

ネットポルノが存在すること

捜査の対象となっている未成年者

の実名や顔写真を掲載すること

その他

特にない

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）
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問２５ インターネットによる人権侵害を防ぐために必要なこと 

インターネットによる人権侵害を防ぐためにはどのようなことが必要だと思いますか。 

（複数回答） 

◆「違法な情報発信者に対する監視・取締りの強化」が約７割で最も高く、次いで「プロバイ

ダに対し情報停止・削除を求める」が約６割 

◆ほとんどの項目が過去２回の調査より高い 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 
  

67.3 

56.9 

46.2 

40.6 

1.5 

2.7 

9.9 

2.0 

61.9

51.6

42.0

34.6

1.2

2.7

10.6

1.1

58.5

42.4

34.9

27.3

1.2

2.5

15.1

4.3

0% 20% 40% 60% 80%

違法な情報発信者に対する監視・取締りの強化

プロバイダに対し情報の停止・削除を求める

インターネット利用者やプロバイダ等に対して、

個人のプライバシーや名誉に関する正しい理解

を深めるための教育・啓発活動の推進

インターネットによる人権侵害を

受けた人のための相談体制の充実

その他

特にない

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）
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性的指向・性自認 

問２６ 性的指向に関することで人権上問題と思うこと 

性的指向に関すること（異性愛、同性愛、両性愛など）について、特に人権上問題があると思

われるのはどのようなことですか。（複数回答） 

◆「差別的な言動を受ける」が約５割で最も高く、次いで「理解が足りない」「職場や学校な

どで嫌がらせをされる」が約４割 
 

【全体】 （複数回答） 

 
  

49.7 

40.0 

39.2 

36.1 

27.9 

26.2 

21.6 

0.6 

8.1 

20.5 

2.7 

0% 20% 40% 60%

差別的な言動を受けること

性的指向についての理解が足りないこと

職場や学校などで嫌がらせをされること

就職・職場で不利な扱いを受けること

じろじろ見られたり、さけられたりすること

アパートなど住宅への入居を拒否されること

宿泊施設、店舗等への入店や

施設利用を拒否されること

その他

特にない

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）
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問２７ 性自認に関することで人権上問題と思うこと 

性自認に関すること（からだの性とこころの性の食い違いなど）について、特に人権上問題が

あると思われるのはどのようなことですか。（複数回答） 

◆「差別的な言動を受ける」が約５割で最も高く、次いで「職場や学校などで嫌がらせをさ

れる」「理解が足りない」が４割以上 
 

【全体】 （複数回答） 

 
  

49.0 

41.3 

40.4 

36.4 

27.0 

21.3 

21.3 

0.4 

7.6 

21.2 

2.5 

0% 20% 40% 60%

差別的な言動を受けること

職場や学校などで嫌がらせをされること

性自認についての理解が足りないこと

就職・職場で不利な扱いを受けること

じろじろ見られたり、さけられたりすること

アパートなど住宅への入居を拒否されること

宿泊施設、店舗等への入店や

施設利用を拒否されること

その他

特にない

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）



32 

 

 

問２８ 性的指向・性自認に関することで必要なこと 

性的指向に関すること（異性愛、同性愛、両性愛など）、性自認に関すること（からだの性とこ

ころの性の食い違いなど）について、どのようなことが必要だと思いますか。（複数回答） 

◆「市民一人ひとりが、正しい理解を深めるように努力」が５割以上で最も高く、次いで「学

校や地域における教育・啓発」「相談・支援体制」が約４割 
 

【全体】 （複数回答） 

 
  

54.5 

38.6 

37.5 

16.9 

0.7 

7.5 

19.0 

2.1 

0% 20% 40% 60%

市民一人ひとりが、正しい理解を深めるように努力する

学校や地域における教育・啓発活動の推進

相談・支援体制の充実

広報紙の発行や人権講演会の開催など、人権啓発の推進

その他

特にない

わからない

無回答
本調査〈2021〉 （991人）
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３．太田市の人権に関する取組について 

問２９ 人権問題に関する知識・情報の入手元 

これまで人権問題に関する知識や情報を主として何から得ましたか。（複数回答） 

◆「テレビ・ラジオ」が５割以上で最も高く、次いで「新聞」が３割以上 

◆「テレビ・ラジオ」「新聞」は過去２回の調査より低い 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 

50.1 

33.6 

17.0 

15.2 

13.6 

9.9 

8.7 

8.6 

3.6 

3.3 

6.9 

22.9 

2.2 

68.6

39.8

23.7

14.0

11.9

11.2

9.6

7.1

5.9

4.4

5.7

9.8

1.2

62.1

45.3

22.7

17.5

9.8

18.4

9.3

8.5

5.4

3.4

6.7

8.9

3.6

0% 20% 40% 60% 80%

テレビ・ラジオ

新聞

講演会、研修会

広報紙

映画・ビデオ

本

パンフレットなどの資料

ポスター

キャンペーン等のイベント

市のホームページ

その他

特にない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）



34 

 

 

 
問３０ 人権への理解促進のために充実すべき取組 

市では人権についての理解を深めていただくためにさまざまな取組を進めていますが、あなた

は、今後どのような取組を充実させていくべきだと思いますか。（複数回答） 

◆「『広報おおた』で啓発記事の充実」が約５割で最も高く、次いで「講演会、研修会」が約

３割 

◆過去２回の調査からの大きな変化は見られない 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 
  

47.0 

28.9 

23.3 

21.6 

18.9 

13.9 

10.9 

10.6 

3.7 

7.2 

12.7 

1.6 

46.0

33.2

18.7

28.6

23.4

14.2

11.0

11.9

3.3

5.3

7.1

0.9

48.7

29.2

14.2

24.2

17.9

11.5

8.2

8.5

2.7

4.5

8.5

9.1

0% 20% 40% 60%

「広報おおた」で啓発記事の充実

講演会、研修会

ホームページによる情報の充実

パンフレットなどの資料配布

キャンペーン等のイベント

ポスターの掲出

映画会

演劇やコンサート

その他

特にない

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）
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問３１ 人権が尊重される社会の実現のために必要なこと 

人権が尊重される社会を実現するためには、今後どのような取組が必要だと思いますか。(複数

回答） 

◆「学校や地域における人権教育の充実」が約６割で最も高く、次いで「人権にかかわりの

深い職業の人権意識の向上」が５割以上 

◆ほとんどの項目が過去２回の調査より高く、「企業における人権意識の向上」は特に高い 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 
  

59.9 

50.2 

39.5 

39.3 

33.2 

31.7 

1.2 

3.3 

8.9 

2.0 

62.3

49.6

28.9

37.3

29.9

28.6

0.9

1.9

4.3

0.8

57.9

46.2

24.3

30.1

28.4

22.5

1.9

2.1

6.3

8.7

0% 20% 40% 60% 80%

学校や地域における人権教育の充実

教職員、保健・医療・福祉関係従事者、公務員など人権に

かかわりの深い特定の職業に従事する人の人権意識の向上

企業における人権意識の向上

人権意識を高めるための市民啓発の充実

社会に見られる不合理な格差を解消するための施策の充実

人権侵害に対する救済策の強化

その他

特にない

わからない

無回答

本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）
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問３２ 市民一人ひとりがすべきこと 

市民一人ひとりが、人権を尊重しあうために心がけたり行動したりすべきことはどのようなこ

とだと思いますか。(複数回答） 

◆「人権に対する正しい知識を身につける」が７割以上で最も高く、次いで「因習や誤った

固定観念にとらわれない」が６割以上 

◆ほとんどの項目が過去２回の調査より高く、「家庭内での家族の権利を大切に」は特に高い 
 

【全体／前回・前々回との比較】 （複数回答） 

 
 

問３３ 太田市の人権施策に望むこと 

人権施策について、太田市に対してどのようなことを望みますか。ご意見・ご要望などがござ

いましたら、ご自由にお書きください。（自由記述） 

 

➡ 別冊「自由回答報告書」に示します。 

73.9 

60.7 

55.9 

37.8 

37.6 

37.6 
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人権に対する正しい知識を身につける

因習や誤った固定観念にとらわれない

自分の権利ばかりでなく他人の権利を尊重する

家庭内での家族の権利を大切にする

自分の生活している地域の人々を大切にする

職場で、人権を尊重する意識を高めあう
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本調査〈2021〉 （991人）

前回調査〈2017〉 （748人）

前々回調査〈2012〉 （1455人）


